
岩手大学地域防災フォーラム
いわて発高校生による地域防災・復興
岩手大学地域防災研究センターでは、地域をフィールドとして防災に関する活動を行っ

ている高校生を招き、第31回地域防災フォーラムを開催しました。
フォーラム当日は、西和賀高等学校、宮古水産高等学校、大槌高等学校、釜石高等学校

の生徒のほか、一般市民、自治体職員など、およそ４０人が集まりました。
〇主な発表内容
【大槌高校】生徒自身が自ら考えて避難できるよう、事前に災害規模や実施日時を参加者
に知らせない避難訓練を企画・実施した体験を発表。
【釜石高校】防災知識を遊びながら学べるよう「防災すごろく」などのゲームを製作した
ほか、非常食を身近に感じさせる、非常食用のパンの缶詰めを使ったラスクなどのレシピ
制作の過程を発表。
また、第2部のパネルディスカッションでは、地域防災研究センターの福留教授をモデ

レーターとして「高校生が考えるこれからの防災・復興活動」をテーマに、参加した高校
生と参加者が熱心に意見交換を行った。


